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〔
商
法
　
三
一
五
〕

多
額
の
未
収
売
掛
金
発
生
の
場
合
に
お
け
る
検
査
役
選
任
申
請
と

会
社
定
款
所
定
目
的
の
制
限
対
象

　
〔
判
事
事
項
〕

一
　
多
額
の
未
収
売
掛
金
の
発
生
が
商
法
二
九
四
条
一
項
の
不
正
の
行
為

　
又
は
法
令
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
の
存
在
を
疑
う
べ
き
事
由
に
該
当

　
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例

二
　
建
設
機
械
輸
出
業
務
が
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の

　
で
な
い
と
さ
れ
た
事
例

　
〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
九
四
条
一
項

　
〔
事
　
実
〕

　
本
件
抗
告
の
相
手
方
・
被
申
請
人
で
あ
る
Y
会
社
は
、
資
本
金
額
一
億

円
の
株
式
会
社
で
あ
る
。
Y
は
、
昭
和
五
三
年
八
月
に
海
外
事
業
部
を
新

設
し
た
。
Y
は
、
昭
和
五
四
年
一
月
か
ら
同
年
七
月
に
か
け
て
、
台
湾
の

訴
外
A
に
対
し
、
代
金
合
計
約
六
億
円
に
及
ぶ
建
設
機
械
の
輸
出
貿
易
を

行
っ
た
。
そ
の
代
金
の
う
ち
四
億
八
四
二
二
万
七
〇
八
四
円
に
つ
い
て
は
、

（
鰹
讐
縫
糊
藷
羅
蝉
撒
蟹
繁
蘇
事
件
）

支
払
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
未
収
売
掛
金
と
し
て
計
算
書
類
に
計
上
さ

れ
た
。
な
お
、
Y
の
営
業
利
益
は
、
昭
和
五
三
年
事
業
年
度
に
お
い
て
約

一
億
円
、
昭
和
五
四
年
事
業
年
度
に
お
い
て
約
七
億
円
で
あ
る
．

　
本
件
抗
告
人
・
申
請
人
で
あ
る
X
等
は
．
Y
に
よ
る
右
の
よ
う
な
業
務

行
為
は
、
商
法
二
九
四
条
一
項
所
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と
し
て
、
会
社

の
業
務
お
よ
び
財
産
の
状
況
を
調
査
さ
せ
る
た
め
に
検
査
役
の
選
任
を
裁

判
所
に
申
請
し
た
。
原
決
定
は
、
X
等
の
申
請
を
却
下
し
た
。
そ
こ
で
、

X
等
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
、
本
件
抗
告
に
及
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、

　
①
Y
は
、
海
外
貿
易
業
務
に
つ
き
、
右
の
よ
う
な
取
引
が
初
め
て
で
あ

る
の
に
、
A
の
信
用
調
査
を
尽
く
さ
ぬ
ま
ま
漫
然
と
、
不
利
な
決
済
方
式
、

契
約
書
不
交
付
、
荷
受
人
・
通
知
人
と
支
払
人
不
一
致
の
注
文
書
、
第
一

回
の
荷
送
り
後
の
決
済
未
了
の
間
の
第
四
回
ま
で
の
荷
送
り
、
第
一
回
荷

送
り
分
の
代
金
支
払
遅
滞
判
明
後
の
第
五
回
以
降
の
荷
送
り
、
決
済
期
間

延
長
な
ど
ず
さ
ん
な
取
引
を
行
い
．
右
取
引
に
よ
る
損
失
を
最
少
限
に
と
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ど
め
る
注
意
を
怠
っ
た
結
果
、
四
億
八
四
〇
〇
万
円
と
い
う
、
Y
の
経
理

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
規
模
の
未
収
金
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
右
一
連
の
Y
の
業
務
執
行
に
お
い
て
は
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意

義
務
を
著
し
く
怠
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
前
記
取
引
は
、
Y
の
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
自
体
は
、
そ
の
後
に
定
款
変
更
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
治
癒
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
③
Y
に
は
、
そ
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反

す
る
重
大
な
事
実
の
あ
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
事
由
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
が
、
原
決
定
は
そ
れ
を
認
め
て
お
ら
ず
、
商
法
二
九
四
条
一
項
の

解
釈
適
用
を
誤
っ
て
い
る
。

　
〔
判
　
旨
〕

　
抗
告
棄
却
．

一
　
「
Y
が
、
結
果
に
お
い
て
、
四
億
八
四
〇
〇
万
円
を
超
え
る
未
収
売

掛
金
を
計
上
す
る
に
至
っ
た
A
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
一
面
に
お
い
て
，

A
側
の
者
の
言
を
信
用
し
、
か
つ
、
取
引
の
成
功
を
期
待
す
る
あ
ま
り
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
や
海
外
貿
易
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
、
万
一
を
慮
っ

て
尽
す
べ
き
、
よ
り
慎
重
な
注
意
・
配
慮
を
尽
く
さ
ぬ
ま
ま
、
あ
え
て
取

引
に
踏
み
切
っ
た
き
ら
い
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
他
面
に
お

い
て
は
、
こ
の
取
引
が
自
己
の
企
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
し
、
そ
の
成
功

の
条
件
は
と
と
の
っ
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、
台
湾
貿
易
に
よ
る
営
業
規

模
の
拡
大
を
図
っ
た
も
の
の
、
予
期
せ
ぬ
A
側
の
障
害
・
経
済
事
情
の
変

化
の
た
め
に
当
初
は
予
見
さ
れ
な
か
っ
た
未
収
金
を
生
じ
、
右
取
引
は
そ

の
目
標
を
達
成
し
得
な
い
ま
ま
挫
折
の
結
果
に
陥
っ
た
と
も
い
う
べ
ぎ
も

の
で
あ
り
、
結
局
…
－
諸
事
情
を
考
慮
に
容
れ
、
本
件
全
資
料
を
検
討
し

て
み
て
も
、
Y
の
A
と
の
取
引
に
関
連
し
て
、
Y
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、

不
正
の
行
為
又
は
法
令
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
の
存
在
を
疑
う
べ
き
事

由
が
あ
る
も
の
と
認
定
判
断
す
る
に
は
い
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
」

二
　
「
X
ら
は
、
Y
と
A
と
の
取
引
は
、
Y
の
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲

を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
一
件
記
録
に
よ
れ
ば
、

Y
の
定
款
に
、
目
的
と
し
て
、
貿
易
業
や
、
建
設
機
械
と
い
う
よ
う
な
営

業
品
目
が
明
記
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
四
年
六
月
二
二
目
の
株
主
総
会
決

議
に
よ
り
定
款
の
一
部
が
変
更
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
定
款

に
は
そ
の
よ
う
な
目
的
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
右
取
引
当
時
の

定
款
に
お
い
て
も
、
Y
の
目
的
と
し
て
は
、
『
1
石
炭
採
掘
及
び
販
売
、

2
電
気
機
器
の
設
計
製
作
、
修
理
加
工
販
売
並
び
に
電
気
工
事
の
設
計
施

行
、
3
造
船
及
び
修
理
、
4
石
油
磯
油
及
び
そ
の
他
諸
油
の
販
売
、
5
塗

料
及
び
炭
化
石
灰
の
販
売
、
6
印
刷
及
び
製
本
、
7
紙
袋
及
び
そ
の
他
包

装
材
料
の
販
売
、
8
建
材
の
販
売
、
9
土
地
建
物
の
賃
貸
及
び
売
買
、
1
0

土
木
建
築
並
び
に
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
般
の
事
業
』
そ
の
他
の
事
項
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
多
角
経
営
に
よ
り
製
造
、
加
工
、
販
売
等
諸
事
業
の
拡

充
発
展
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
定
款
の
下

に
お
い
て
も
，
A
と
の
取
引
は
、
Y
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
又
は

有
益
な
行
為
と
認
め
る
余
地
は
十
分
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
右
定
款
所
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定
の
目
的
と
の
関
連
に
お
い
て
、
Y
と
A
と
の
取
引
に
つ
ぎ
商
法
二
九
四

条
一
項
所
定
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　
〔
評
　
釈
〕

　
判
旨
第
一
点
に
反
対
、
判
旨
第
二
点
の
結
論
に
賛
成
す
る
。

一
　
昭
和
二
二
年
改
正
前
商
法
一
九
八
条
一
項
は
、
「
裁
判
所
ハ
資
本
ノ

十
分
ノ
一
以
上
二
当
タ
ル
株
主
ノ
請
求
二
因
リ
会
社
ノ
業
務
及
ヒ
会
社
財

産
ノ
状
況
ヲ
調
査
セ
シ
ム
ル
為
メ
検
査
役
ヲ
選
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規

定
し
、
検
査
役
選
任
の
た
め
の
要
件
は
、
現
行
商
法
二
九
四
条
一
項
と
比

較
す
る
と
ま
こ
と
に
簡
明
で
あ
る
。
現
行
商
法
規
定
の
よ
う
に
選
任
要
件

が
よ
り
詳
細
化
か
つ
具
体
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
の
時

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
二
九
四
条
一
項
は
、

「
会
社
ノ
業
務
ノ
執
行
二
関
シ
不
正
ノ
行
為
又
ハ
法
令
若
ハ
定
款
二
違
反

ス
ル
重
大
ナ
ル
事
実
ア
ル
コ
ト
ヲ
疑
フ
ベ
キ
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
三
月
前
ヨ

リ
引
続
キ
資
本
ノ
十
分
ノ
一
以
上
二
当
ル
株
式
ヲ
有
ス
ル
株
主
ハ
会
社
ノ

業
務
及
財
産
ノ
状
況
ヲ
調
査
セ
シ
ム
ル
為
裁
判
所
二
検
査
役
ノ
選
任
ヲ
請

求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
』
と
規
定
し
て
い
る
。
右
の
昭
和
二
二
年
改
正
商
法
二

九
四
条
一
項
の
条
文
の
「
三
月
前
ヨ
リ
引
続
キ
資
本
ノ
十
分
ノ
一
以
上
二

当
ル
株
式
ヲ
有
ス
ル
株
主
」
の
部
分
が
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
に
よ

り
、
「
発
行
済
株
式
ノ
総
数
ノ
十
分
ノ
一
以
上
二
当
ル
株
式
ヲ
有
ス
ル
株

主
」
と
改
正
さ
れ
、
現
行
商
法
二
九
四
条
一
項
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一

三
年
改
正
商
法
が
、
検
査
役
選
任
要
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
前
の
条
文
の

体
裁
に
よ
れ
ば
、
「
会
社
業
務
及
ヒ
会
社
財
産
ノ
状
況
ヲ
調
査
セ
シ
ム
ル

為
」
と
い
う
よ
う
に
単
に
目
的
を
掲
げ
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

選
任
の
た
め
の
事
由
を
限
定
し
た
の
は
、
少
数
株
主
権
濫
用
を
防
止
す
る

趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
司
法
省
民
事
局
編
纂
・
商
法
中
改
正
法
律
案
理

由
書
〈
総
則
会
社
〉
一
六
一
頁
、
奥
野
ほ
か
六
名
・
株
式
会
社
法
釈
義
一
二
四
頁
）
。

　
商
法
二
九
四
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
不
正
ノ
行
為
」
と
は
、
会

社
の
利
益
を
害
す
る
悪
意
の
行
為
を
い
い
（
中
馬
・
注
釈
会
社
法
二
九
四
条
注

二
〈
六
巻
三
九
九
頁
〉
）
、
よ
り
正
確
に
は
、
取
締
役
が
自
己
ま
た
は
第
三
者

の
利
益
を
図
っ
て
会
社
を
害
す
る
行
為
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
（
森
本
・
．

新
版
会
社
法
二
九
四
条
注
五
〈
九
巻
二
三
〇
頁
〉
）
。
本
件
判
旨
に
よ
れ
ば
、
本

件
の
機
械
輸
出
業
務
は
、
営
業
規
模
の
拡
大
を
図
り
，
会
社
の
利
潤
追
求

の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
さ
れ
、
取
締
役
が
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を

図
っ
て
会
社
を
害
す
る
行
為
と
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
本
件

は
、
「
不
正
ノ
行
為
』
の
場
合
に
該
当
し
な
い
（
同
旨
、
久
保
田
「
本
件
評
釈
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一
六
号
一
一
〇
頁
）
。

　
商
法
二
九
四
条
一
項
に
い
う
「
法
令
違
反
」
と
は
、
単
に
株
式
会
社
法

の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
．
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
反
す

る
場
合
を
も
含
む
と
解
さ
れ
（
中
馬
・
前
掲
注
釈
会
社
法
二
九
四
条
注
二
〈
六
巻

三
九
九
頁
〉
）
、
善
管
注
意
義
務
（
商
法
二
五
四
条
皿
項
、
民
法
六
四
四
条
）
の
よ

う
な
一
般
規
定
の
違
反
も
当
然
に
問
題
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
森
本
・

前
掲
注
釈
会
社
法
二
九
四
条
注
五
〈
九
巻
二
三
〇
頁
〉
）
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
件
取
引
が
善
管
注
意
義
務
違
反
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
．

　
判
旨
が
認
定
し
た
本
件
取
引
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
後
の
対
応

か
ら
は
、
た
だ
ち
に
善
管
注
意
義
務
違
反
そ
の
も
の
の
立
証
は
む
つ
か
し
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い
。
し
か
し
、
商
法
二
九
四
条
の
検
査
役
選
任
請
求
の
場
合
は
、
違
反
そ

の
も
の
の
立
証
は
不
必
要
で
あ
り
、
「
違
反
ス
ル
重
大
ナ
ル
事
実
ア
ル
コ

ト
ヲ
疑
フ
ベ
キ
事
由
」
が
立
証
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
違
反
そ
の
も
の
が
立
証

さ
れ
れ
ば
、
検
査
役
選
任
手
続
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
た
だ
ち
に
損
害
賠

償
請
求
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
検
査
役
選
任
請
求
を
認
め
た
趣
旨
は
、

そ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
を
す
べ
き
こ
と
に
な
る
か
否
か
を
確
か
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
一
つ
の
前
提
準
備
を
認
め
た
点
に
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
解
す
る
と
、
少
数
株
主
権
の
濫
用
防
止
と
い
う
点
に
充
分
な
配
慮
を

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
本
件
取
引
に
関
し
て
は
、
判
旨
認
定

の
事
実
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
違
反
す
る
重
大
な
事
実
の
存
在
の
疑
い
を

立
証
す
る
段
階
に
あ
り
、
検
査
役
選
任
請
求
を
認
め
て
よ
い
事
例
で
は
な

い
か
と
考
え
る
（
同
旨
、
石
山
「
商
事
判
例
の
動
向
」
の
本
件
の
検
討
．
法
律
の

ひ
ろ
ば
三
九
巻
八
号
六
六
頁
。
反
対
、
久
保
田
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一
六
号
一
輔

一
頁
）
。
判
旨
の
よ
う
に
厳
格
に
理
解
し
た
の
で
は
、
前
述
の
検
査
役
選
任

請
求
を
認
め
た
趣
旨
に
合
致
し
な
い
。

二
　
会
社
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
っ
て
会
社
の
権
利
能
力
が
制
限
を
受
け

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
種
々
論
議
さ
れ
て
い
る
（
加
美
「
定
款
所
定
の
目

的
と
会
社
の
権
利
能
力
」
商
法
の
争
点
（
第
二
版
）
三
六
頁
以
下
）
。
学
説
の
多
数

と
判
例
は
、
制
限
肯
定
説
を
採
用
し
て
い
る
．
昭
和
四
五
年
六
月
二
四
日

の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
、
「
会
社
は
定
款
に
定
め
ら
れ
た
目
的
の
範
囲

内
に
お
い
て
権
利
能
力
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
目
的
の
範
囲
内
の
行

為
と
は
、
定
款
に
明
示
さ
れ
た
目
的
自
体
に
限
局
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
．

そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
う
え
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
必
要
な
行
為
で
あ
れ

ば
、
す
べ
て
こ
れ
に
包
含
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
そ

し
て
必
要
な
り
や
否
や
は
、
当
該
行
為
が
目
的
遂
行
上
現
実
に
必
要
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
を
も
っ
て
こ
れ
を
決
す
べ
き
で
は
な
く
、
行
為
の
客
観
的

な
性
質
に
即
し
、
抽
象
的
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し

（
民
集
二
四
巻
六
号
六
二
八
頁
）
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
大
勢
を
方
向
づ
け

た
。
本
件
判
旨
も
こ
の
方
向
づ
け
に
従
っ
て
判
示
し
て
い
る
も
の
と
解
し

て
よ
い
。

　
右
の
最
高
裁
判
所
の
判
断
で
は
、
定
款
の
目
的
と
権
利
能
力
の
問
題
、

つ
ま
り
、
権
利
、
義
務
の
帰
属
の
問
題
か
ら
い
き
な
り
「
行
為
」
つ
ま
り

行
為
能
力
の
問
題
へ
と
論
旨
が
発
展
・
展
開
し
て
し
ま
う
点
に
疑
問
が
な

く
は
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ぽ
、
理
論
と
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
制
限
肯
定

説
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
権
利

能
力
に
し
ろ
、
行
為
能
力
に
し
ろ
、
法
律
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
認
め
ら
れ

た
も
の
な
の
で
、
私
的
自
治
を
基
本
と
す
る
民
法
体
系
に
お
い
て
は
、
関

係
当
事
者
の
意
欲
し
た
範
囲
で
そ
れ
を
認
め
れ
ば
、
必
要
に
し
て
か
つ
充

分
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
関
係
当
事
者
の
意
欲
し
た
範
囲
は
、
定
款
の
目

的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
法
律
の
方
で
は
、
意
欲
さ
れ
な
か
っ
た
範
囲
に
つ

い
て
ま
で
、
さ
し
で
が
ま
し
く
認
め
る
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
、
理
論
的

に
は
、
会
社
の
権
利
能
力
も
行
為
能
力
も
、
定
款
所
定
の
目
的
に
従
っ
て

制
限
さ
れ
る
。
し
か
し
．
現
実
の
会
社
定
款
の
目
的
は
、
判
旨
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
権
利
を
取
得
し
、
い
か
な
る
義
務
を
負
い
、
い

か
な
る
法
律
行
為
を
す
る
か
を
個
別
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
わ
け
で
は
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な
い
。
権
利
能
力
の
点
で
、
本
件
取
引
に
お
い
て
間
題
と
な
る
の
は
、
金

銭
所
有
権
で
あ
り
、
建
設
機
械
給
付
義
務
で
あ
る
、
行
為
能
力
の
点
で
問

題
と
な
る
の
は
．
売
買
契
約
で
あ
る
。
お
よ
そ
法
主
体
に
お
い
て
．
現
在

の
経
済
体
制
下
、
金
銭
所
有
権
を
得
ず
、
動
産
給
付
義
務
を
負
担
し
得
な

い
旨
を
意
欲
す
る
も
の
は
い
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
旨
を
意
欲
す
れ
ば
、

法
主
体
と
し
て
活
動
し
得
な
い
。
さ
ら
に
、
売
買
契
約
（
法
律
行
為
）
を
締

結
し
な
い
旨
を
意
欲
す
る
法
主
体
も
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
意
欲

す
れ
ば
、
な
ん
の
活
動
も
で
き
な
い
。
会
社
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
会
社
定
款
所
定
の
目
的
は
、

理
論
的
に
は
、
権
利
能
力
と
行
為
能
力
を
制
限
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て

は
い
る
け
れ
ど
、
現
実
に
は
、
そ
の
定
款
目
的
の
記
載
の
し
か
た
か
ら
、

何
も
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
は
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て

制
限
否
定
説
に
帰
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

制
限
肯
定
説
を
前
提
と
し
た
判
旨
と
は
、
そ
の
理
論
構
成
に
お
い
て
異
な

る
け
れ
ど
も
、
本
件
判
旨
第
二
点
の
結
論
に
賛
成
で
き
る
。

　
な
お
、
会
社
の
目
的
は
対
内
的
に
は
取
締
役
の
業
務
執
行
の
範
囲
を
定

め
て
お
り
、
そ
の
範
囲
を
解
釈
す
る
際
に
は
、
第
三
者
が
関
係
し
、
取
引

の
安
全
を
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
対
外
的
場
合
よ
り
も
、
株
主
な
ど
の

会
社
構
成
員
の
利
益
保
護
の
た
め
相
対
的
に
み
て
厳
格
に
解
す
る
の
が
妥

当
と
の
見
解
が
あ
る
（
阪
埜
・
大
阪
高
決
昭
和
五
一
年
四
月
二
七
日
判
批
・
法
学

研
究
五
四
巻
＝
号
一
一
八
頁
）
。
検
査
役
選
任
請
求
の
よ
う
な
対
内
的
関
係

に
お
い
て
は
、
定
款
の
目
的
の
範
囲
は
よ
り
厳
格
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
右
の
見
解
は
、
各
場
面
の
利
益
を
た
く
み
に
衡
量
し
、
解
決
を
は
か

る
卓
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
見
は
、
権
利
能
力
と
行
為
能
力
の
意
味
内

容
に
忠
実
に
従
う
現
実
結
果
的
無
制
限
説
な
の
で
、
右
の
よ
う
な
相
対
的

な
衡
量
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
三
年
四
月
一
〇
日
稿
）
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